
າ（ا画委員長）
ย山थ（会計，（長ہࣄ）ɿઙҪࣳथہࣄ
ɹɹɹɹࣄװ），҆౻Թࢠ（前会計ࣄװ）
ɹࣄɿळ山

報告ɾ৹߲ٞࣄ
1� ֤छ委員会報告（報告内༰に͍ͭては委員会

報告を参র）
報告ؔہࣄ �2

D� 会員ಈ
E� 2019 年度ܾࢉ報告（จ誌 69 巻 2 号にܝ

（ࡌ
　F� 2020 年度会計༧ࢉのࣥߦঢ়گの報告
3� ৹議߲ࣄ
D� ֤ظ࣍छ委員会ମ੍にؔする৹議

鳥ྨอޢ委員会でग़ޱஐがୀし，ᖒ༞
հがब．ا画委員会でౢ田，ਫ田
がୀし，ᖒɹ༞հ，ग़ޱᠳେ，দҪ
৾，ࣿޱઍࢠがब．報委員会でԕ౻
．がबࢠ

E� 2021 年度༧ࢉҊ
2021 年度༧ࢉҊがࢾΒれ，承認された．

F� 2020 年度༧ࢉに͍ͭて࠶承認
2020 年度༧ࢉの͏ͪ通ৗ会計，୯年度ऩࢧ
のमਖ਼がࢾΒれ，承認された．

G� 2021 年度େ会開催
評議員会಄でେ会会長よりѫࡰがなさ
れた．

H� 2021 年度େ会開催候補
2021年度େ会開催候補（౦େ学शࢤ
Ωϟンύε）に͍ͭてΦンϥΠンでの開催

จࢽฤू委員会報告

1）ɹ日本鳥学会誌ൃߦঢ়گ
69 巻 1 号を 2020 年 � ݄，69 巻 2 号を 10 ݄にൃ

，した．(GLWRU¶V CKRLFHʮจʯはͦれͧれߦ
田ޛາさΜଞのϨʔμʔを用͍たؒのり鳥
りܦ࿏のจと，ߔ田ߒඒさΜଞのΞΦό
ζΫのڅ㕒内༰のมԽのจにܾ·った．

1 号（� ݄）ɹಛ集 ஶݪ，3 3，報 ه؍，1
 �
2 号（10 ݄）ݪஶ 3，報 ه؍，1 2

2）ɹ日本鳥学会誌ฤ集ঢ়گ
2020 年 1 ݄ 1 日かΒ 12 ݄ 31 日·でに受͚

͚たߘঢ়͓گよͼ前年かΒの܁りӽしをؚΊ
たจのฤ集ঢ়گはҎԼのと͓りで͋る．

૯આ ஶݪ 報 ٕज़報告 ه؍

ӽし܁ 2 10 2 0 3

ߘ 0 � � 1 9

受 0 � � 1 9

受ཧ 1 6 2 0 �

ฤ集中 1 9 � 1 6

ෆ受ཧ 0 0 0 0 1

3� -�VWDJH ࢠిࡌ൛のΞΫηε
　-�VWDJH に͓͚るաڈ 1 年ؒ（2019 年 1 ݄±2019
年 12 ݄）の  จ 誌 ܝ ࡌ  จ（2006 年 ୈ ��
巻±2019 年ୈ 6� 巻）にରするશจ 3') ΞΫηε
（Ϋϩʔϥʔআ͘）はࡢ年の 1�3 ഒに͋たる
66�666 ݅ͩった．ࠃ別内༁はࡢ年ಉ༷，日本がଟ
 を  Ί（���0ˋ），Ξ ϝ Ϧ Χ が ͜ れ に ͭ ͗
（1���ˋ），ଞのࠃはΘͣかとなった．μウンϩʔ

ɹซͤて৹議，承認された．
G
ɹ2022 年度େ会開催候補
　2022 年度େ会開催候補（౦ژۀେ学ւ
ɹಓΦϗʔπΫΩϟンύε）に͍ͭて৹議，Φ
ɹンαΠτでの開催と͍͏݅で承認．
J
վ定ن 
，Βれࢾվ定がنථをಋೖするたΊのࢠి　
ɹ承認された．
K
 ߘ・ࠪಡシεςムಋೖ
　จ誌のߘ・ࠪಡシεςムのಋೖに͍ͭて
ɹࢾΒれ，承認された．
J
 黒田賞募集ཁ߲のมߋ
　黒田賞募集ཁ߲に͍ͭてࢾΒれ，อཹされた．

ຊௗֶ会 2020ධٞ員会報告

日ɹ࣌ɿ2020 年 � ݄ 20（）1��00±1���0 
ɹॴɿΦンϥΠン
ग़੮評議員ɿඌ࡚ਗ਼໌（会長），২田ກ೭，ُ田

Ղࢠ，্ਓ（基金運営委員長），
ᜊ౻അ（鳥ྨྨ委員長），ౢ田
，ߴণڵ，Ӭ田ঘࢤ，西ւɹޭ（
ฤ集委員長），ᖛඌষೋ（ਤॻཧ委
員），ૣ有ࢠ，ɹさか（報委
員長），山ޱయ೭，໖؏ɹ๛（෭会長）

֤छ委員会表等ɿ৽࠺༃ষ（ӳจ誌ฤ集委員
ɹɹɹɹ長），౻田ɹ߶（จ誌ฤ集委員長），
ɹɹɹɹ村ɹ（鳥 ྨ อ ޢ 委 員 長），金 Ҫɹ
ɹɹɹɹ༟（日本࢈鳥ྨه委員長），ڇ山ࠀ



υされた 3�� 報中，μウンϩʔυ্Ґ 20 報のछ
別をݟると，૯આが 11 報（��ˋ，黒田賞受賞
จ・ϞϊάϥϑをؚΉ），ݪஶจが 6 （30ˋ），
報が 2 報（10ˋ），ه؍が 1 報（�ˋ）ͩっ
た．

（จ誌ฤ集委員長）

ӳจࢽฤू委員会報告

1） ൃ گঢ়ߦ
ୈ 19 巻 1 号（ݪஶ � ฤ，報 6 ฤ，ςΫχΧ

ϧϊʔτ 1 ฤ）を 2020 年 1 ݄に，2 号（ݪஶ �
ฤ，報 � ฤ）を � ݄にൃߦした．(GLWRU¶V 
CKRLFH はͦれͧれ $� 'O5=+I(9$ 氏Βのり࣌
のมԽにؔするจと，C�C� C+(1 氏Βによるظ
ؒのりにؔするจとした．
2） ฤ集ঢ়گ
　2020 年 1 ݄±12 ݄（2021 年 1 ݄ 1� 日ࡏݱ）
૯ߘɹ�1（前年ൺ 1�6� ഒ）
受ཧɹ10ɹ࠾ 3���ˋʦ受ཧʗ（૯ߘ
ʵ৹ࠪ中ʵऔりԼ͛）ʧ
৹ࠪ中ɹ22
औりԼ͛ɹ0
٫Լɹ19（͏ͪฤ集委員会٫Լɹ1�）
ɹ前年にൺߘは૿͑た．ίϩφՒによる
֎ग़ࣗॗのӨڹととに，ࡶ誌の認度্がっ
て͍る݁Ռで͋ると͑ߟΒれる．たͩし，ࠪಡ·
でճΒͣฤ集委員会内の৹ࠪで٫Լされたจが
શ٫Լจの � ׂをΊて͓り，ߘの૿加ͩ
͚ではな͘ߘจの࣭のఈ্͛がॏཁな՝で
͋る．
3）ɹͦのଞ

2019 年のిࢠ൛ΞΫηεঢ়گは，ࢿྉτοϓ
はࡢ年ൺ 1�� ഒ૿の ��132 ݅，શจ3')は 1�� 
ഒ૿の 1���90 ݅で͋った．2019 年のΠンύΫτ
ϑΝΫλʔは 0��0�（OUQLWKRORJ\ ΧςΰϦ 2� 誌
中 19Ґ）で，ࡢ年にൺඍ૿，ॱҐ 21 ҐかΒ
্ঢしたが，େ͖なมԽではな͘Ҿ͖ଓ͖ࢹが
ඞཁで͋る．

（ӳจ誌ฤ集委員長）

ௗྨอޢ委員会報告

1）（Ծশ）ळ田ݝ༝ར本ࢢԭ༸্෩ྗൃిࣄ
にରするཁॻのఏग़ۀ
ɹळ田ݝ༝ར本ࢢԭでେنな༸্෩ྗൃిが
計画されて͓り，会員かΒの૬ஊにと͖ͮରԠ
をڠ議した．ۀࣄ༧定はϋΫνϣウྨٴͼΨン
ΧϞྨのϑϥΠウΣΠのϝΠンϧʔτで͋り，

りのܦ࿏をຒΊਚ͘すܗで෩ൃがઃஔされる͜と
となるかりでな͘，ϚϦʔン I%$ に選定されて
͍るւҬで͋り，ւ鳥にӨڹがੜ͡る͜とがݒ
೦される．༸্෩ྗൃిではόʔυετϥΠΫが
͋って，མ鳥ݸମをऩ集で͖ͣ，࣮ଶのѲが
して，४උॻにରྀߟで͋る．͜れΒのをࠔ
するύϒϦοΫίϝンτに͍ͭて，鳥ྨอޢ委員
会かΒҙݟをग़すととに，2020 年 2 ݄ 3 日で
ळ田ݝࣄ，ಉ年 3 ݄ 16 日でڥେਉ，

ʮ（Ծশ）ळ田ݝ༝ར本ࢢԭ༸্෩ྗൃిۀࣄに
·．にؔするཁॻʯをఏग़したޢる鳥ྨอ
た，日本鳥学会ࣄہを通したۀࣄ者かΒのཁ
に基͖ͮ，鳥ྨอޢ委員長が໘会をして当該
．なったߦをަݟにؔするҙۀࣄ
ɹ͜のւҬは࠶ΤωւҬར用๏で༸্෩ྗൃిの
開ൃをઌߦతにਐΊるʮ有な۠Ҭʯにࢦ定さ
れ，͜れҎ֎にෳの༸্෩ྗൃిのݐઃが༧
定されて͍る．ޙࠓのঢ়گࢹしながΒඞཁに
Ԡ͡てҙݟॻなͲのఏग़をݕ౼して͍͘．
2） ւಓ（Ծশ）౦ްਅ෩ྗൃిۀࣄにରする
ҙݟॻのఏग़
ɹ2020 年 � ݄，ւಓのখࢢかΒްਅொにか
͚てのҬで計画されて͍る（Ծশ）౦ްਅ෩
Ξηεϝンτのखଓ͖ڥ，に͍ͭてۀࣄిൃྗ
がとΒれる͜ととなり，ྀॻがެ開された．会
員かΒの૬ஊにと͖ͮ，͜のۀࣄにରするҙݟ
ॻのఏग़にؔしてڠ議した．͜のҬに͓͚る鳥
ྨのੜଉঢ়͓گよͼ鳥ྨのੜଉのอશঢ়گにͭ
͍てਫ਼ࠪした݁Ռ，࣌ݱで計画पลでのੜଉ
ঢ়گが͋るఔ度Ѳされて͍るرগ鳥ྨछの͏
ͪ，と͘にେ͖なӨڹがةዧされるのとして，
λンνϣウ，νϡウώ，Φジϩϫシ，ΦΦϫシ，
ϚΨン，ώシΫΠ，シジϡウΧϥΨン，ΦΦジシ
ΪなͲが͑ߟΒれた．͜のをྀߟして，委員会
でҙݟをऔり·とΊた্で，2020 年 11 ݄ 1 日
でۀࣄ者にରしてҙݟॻをૹした．
3）ɹաڈのܾ議ཁॻのఏग़ޙのܦҢ
3）±1ɹ্ؔ（200� 年度େ会ܾ議）
ɹ2019 年 � ݄ 26 日に山ݝޱは中ྗిࠃにରし
て，্ؔݐൃݪઃ༧定のެ有ਫ໘ຒΊཱて໔ڐ
を2023 年 1 ݄ 6 日·で 3 年 6 か݄Ԇ長するਃを
ಈでϘʔߦ議߅ରॅຽの，ޙՄしたが，ͦのڐ
Ϧンάௐࠪの४උ作ۀがਐ·ͣ，৽ܕίϩφウΠ
ϧεのӨڹ͋り，2020 年 � ݄ 16 日に中ྗిࠃ
は，ւ্ϘʔϦンάௐࠪの࠶開ظ࣌をಉ年 10 ݄Ҏ
߱にするݟ通しを໌Βかにした．ࡏݱ加のੜ
ௐࠪなͲはߦΘれて͍な͍༷で͋り，Ҿ͖ଓ



͖して͍͘ඞཁが͋る．·た，当該Ҭのप
ลではཁॻをఏग़するஈ֊ではになって͍
なかったののΦΦϛζφΪυϦのൟ৩֬認さ
れて͓り，ޙࠓはͪ͜Βにをして͍͘．
3）±2ɹޚଂౡのϊωίରࡦ
ɹݱঢ়，ϊωίをั·͑て౦ژにૹるなͲの׆ಈ
がߦΘれて͍るが，৽ܕίϩφウΠϧεのӨڹ
͋り׆ಈがఀして͍ると͑ߟΒれる．ཁॻの
ఏग़࣌にすでにΦΦϛζφΪυϦのܹٸなݮগが
༧ଌされて͍たたΊ，ݸମのมಈなͲにணし
て͍͘ඞཁが͋る．
3）±3ɹಓの෩ྗൃి
ɹಓ の͏ͪۀࣄ � ۀࣄ �，で͋るがࢭٳはۀࣄ 2
はܧଓ中で͋り，ڥӨڹ評Ձखଓ͖はྃし
た．2019年かΒୈ一ظのࣄ（શ を開始し（ظ3
2023年にՔಇする༧定で͋る．ࣄ前ޙのӨڹをௐ
るたΊのࣄ前ௐࠪ開始して͓り，Ҿ͖ଓ͖ؔ
者と報ަしながΒࣄଶをࢹして͍͘．
3）±�ɹ্ߴの෩ྗൃి
ɹ201�年にཁॻをఏग़したޙ，େ͖なਐలはな
͍が，Ҿ͖ଓ͖ؔ者と報ަしながΒࣄଶを
ࢹして͍͘．
�） ͦ のଞの鳥ྨอޢにؔするҊ݅

লのϨουϦετվ定にとな͍Ϩουڥ
σʔλϒοΫがޙࠓվగされる༧定で͋る．ޙࠓ
報をऩ集しながΒ，ඞཁにԠ͡てҙݟをఏग़
して͍͘．

（鳥ྨอޢ委員長）

ຊ࢈ௗྨه委員会報告
1） ୈ � ൛のهड़߲ࣄにؔする࣭のରԠ
ɹୈ � ൛のهड़の͏ͪ，֤のੜଉهにؔ
する一ൠ，し͘はଞ委員会かΒの࣭に͑る
たΊのจࢿݙྉ等の֬認作ۀをߦった．
2） のࡌهมࢿڌࠜߋྉのཧ

 6 ൛かΒ � ൛のࡌهมߋのࠜڌจݙ
報の֬認をࢿ，͍ߦྉとしてཧする作ۀを࣮ߦ
中で͋る．
3） 日本࢈鳥ྨのهจݙऩ集͓よͼཧ
ɹكछのه，֤鳥ྨ૬，ඪ本等のهड़が
ݙにؔするจه鳥ྨの࢈されて͍る，日本ࡌܝ
のऩ集とཧをߦった．͜れΒはࠓ·でಉ༷，͋
るఔ度·と·りが͍ͭたと͜Ζで，ਵ࣌จ誌্
にެ表して͍͘༧定で͋る．
�）ɹ日本࢈鳥ྨのهऩ集とཧ
ɹະͩจݙԽされて͍な͍日本࢈鳥ྨのه（Π
ンλʔωοτ্にެ表されたه，ݸਓతฉに

よるهなͲ）に͍ͭての報のऩ集とཧを
．ったߦ
�）ɹ日本࢈鳥ྨのهにؔするจݙ作成のྗڠ
ɹ当委員会の委員を通してཁが͋った߹に
هのڈにա࣌って，，報告ॻ，จの作成ݶ
なͲが໌Βかでな͍߹に，ͦの୳ࡧとఏڙを
．ったߦ
6）ɹୈ � ൛ฤ集に͍ͭて

ୈ � ൛のฤ集に͍ͭて，ه委員会委員は
ฤ集委員として֤のهऩ集とཧに͋た
る͜ととなった．
�）ɹ � ൛ൃޙߦの৽هछの֬認ମ੍に͍ͭ
て

৽ฉ・ࡶ誌ࣄه :(% ৴と͍った༷ʑなഔ
ମで৽ݟがެ表される৽هछ報告に͍ͭて，
日本࢈鳥ྨه委員会としてจݙԽしه֬認を
ਐΊる͜とのੋඇମ੍に͍ͭてݕ౼をߦった．

（日本࢈鳥ྨه委員長）

ௗྨྨ委員会報告

1）ɹฤ集委員会とのྗڠに͍ͭて
201�年度の৽ׁେ会の評議委員会・૯会で，2022 

年ൃߦ༧定の日本鳥ྨվగୈ � ൛ग़൛に͚て
．委員会，ฤ集委員会のઃஔが承認された࣌ྟ
͜れにとな͍ྨ委員会では，ϝンόʔのશ員が
ฤ集委員会の委員を݉する͜ととなった．͜
のฤ集作ۀを͏ߦたΊに，ࠓ年度はݪଇि一
ճ，2 ؒ࣌ఔ度の作ۀを計 32 ճ，ΦンϥΠン会議
を通͡てߦった．۩ମతな作ۀとしては，ओに࣍
൛ୈ � ൛にࡌܝされるछのϦετ作成とͦの学໊
のݕ౼で͋る．·たඞཁにԠ͡て，ࡌܝछのྨ
学తݟղҬの֬認，໊のݕ౼なͲߦっ
た．
ɹ成されたୈ � ൛でࡌܝするछのϦετに
͍ͭては，ύϒϦοΫίϝンτのܗで 2021 年度の
に会員に学会ظ͍࣌ૣ +3 をհしてެ表し，͘
ҙݟをٻΊる༧定で͋る．
2） ୈ 6・�・� ൛のྨのมߋに͍ͭてのղ
આจのެ表に͍ͭて
ɹ日本鳥ྨվగୈ 6 ൛かΒୈ � ൛のྨମ
のมભのղઆに͍ͭては，ͦの一෦を日本鳥学ܥ
会誌にൃ表したが，·ͩશମをཏで͖て͍な
͍．ͦのたΊ，Ҿ͖ଓ͖͜の作ۀにऔりΜで
͍る．ࡏݱ，͜の内༰に加͑，վగୈ � ൛で
なされる͖ྨのมߋؚΊたղઆจのߘ
४උをਐΊ，·ͣはΧϞのछに͍ͭてのղઆを
จ誌にߘ४උ中で͋る．



ฤू委員会報告

ɹ日本鳥ྨվగୈ � ൛の 2022 年 9 ݄ग़൛に
͚てύϒϦοΫίϝンτの४උをߦった．� ൛ܝ
छ・ѥछに͍ͭてのଐҎԼのྨ（໊，学ࡌ
໊）のݕ౼，͓よͼ৽ࡌܝنछとݕ౼छのݕ౼と
ཧを༏ઌして͓͜なった．ύϒϦοΫίϝンτ
はॾࣄにより४උがれ，2 ճに͚て͓͜な
͏͜ととし，9 ݄ 23 日にϗʔムϖʔジで࣍の༧定
を͓Βͤした．
ʓୈ一ճύϒϦοΫίϝンτ
ɹ2020 年 11 ݄ࠒに，ࡌܝछ・ѥछのϦετを
ެ表し，ଐҎԼのྨ（໊，学໊），͓よͼ৽ن
छに͍ͭて౼ݕ，छࡌܝ 2021 年 2 ݄·でҙݟを
．Ίるٻ
ʓୈೋճύϒϦοΫίϝンτ
ɹ2021 年 छ・ѥछを֬定してࣔすࡌܝ，にࠒ݄ 9
ととに，Ҭهをެ表し，ಉ年 12 ݄·でҙݟ
をٻΊる．
ɹୈ一ճύϒϦοΫίϝンτのެ表がれて͍る
がۙʑϗʔムϖʔジ্で্هϦετをެ表しύϒ
ϦοΫίϝンτを募集する༧定で͋る．

（ฤ集委員長）

ը委員会報告ا

1） 鳥の学ߍ
日本鳥学会 2020 年େ会に͋Θͤてୈ 10 ճςʔ

Ϛ別ߨश会ʮ鳥ྨڀݚのたΊのۭඈͿυϩʔンߨ
に͍औࢭʯを開催༧定で͋ったが，େ会の中࠲
．Ίとなったࢭ
2） உঁڞಉ参画ؔ࿈

ୈ 1� ճஉঁڞಉ参画学ڠ会࿈བྷ会シンポジウ
ムが 2020 年 10 ݄ 1� 日にΦンϥΠン開催され，
山本委員，ງߐ委員，中ݪ委員が参加した．உঁ
会࿈བྷ会運営委員会に山本委員がΦڠಉ参画学ڞ
ϒβʔόʔ参加した．
3
 日本鳥学会ポελʔ賞の࣮ࢪ
େ会の中ࢭに͍औࢭΊとなった．

�
 ͦのଞ
2020 年େ会ではا画委員会がシンポジウムと
，画を୲当して͓り，४උをਐΊて͍たがاੜߍߴ

͍ͣれ中ࢭとなった．
（画委員長ا）

報委員会報告

1） ウΣϒαΠτの日ʑのߋ৽・मਖ਼

ɹࣄہ，֤छ委員会なͲかΒ，݄にճのมߋ
のґཔ（࠷ଟ͍のは͓Βͤ）がདྷて͍るが，
΄΅日Ҏ内にॲཧで͖て͍る．ޙࠓ͜の度
をܧଓする．
ɹࠓ年度のウΣϒαΠτのେ͖なมߋՕॴはԼه
で͋るɿ1）τοϓϖʔジの学会ࣄの営ۀঢ়
に͏ॻ໘૯ࢭ年度େ会の中 2020（2，ࡌܝのگ
会のϖʔジの開ઃ，3）会員ϚΠϖʔジಋೖに
͏αΠυϝχϡʔの会員ϝχϡʔの加，�）
ϦンΫϖʔジのϦンΫポϦシʔの໌ه，�）֤
छ委員会ϖʔジのϨΠΞウτม2020）ߋ 年 12 ݄
22 日ࡏݱ作ۀ中）．
2） ウΣϒαΠτのτοϓϖʔジの 616 ϦンΫ
加

報委員会運営の )DFHERRN と 7ZLWWHU のϑΥϩ
ϫʔがࠓ年にೖってかΒಛに૿加して͍る
（2020 年 12 ݄ 22 日ࡏݱ )DFHERRN 1���0 ໊，7ZLW�
WHU 1�131 ໊）．ϑΥϩϫʔかΒのཁ౿·͑，学
会ࣄہのڐՄをಘて学会ウΣϒαΠτのαΠυ
όʔに 616 のϦンΫϘλンをઃஔした．ϑΥϩ
ϫʔの年ྸは੨গ年かΒྸߴ者·で෯͘，৬
ଟ༷で͋るが，)DFHERRN のϖʔジΠンαΠτۀ
によれಛに �0 ޙҎ্のஉੑがଟ͍．
 3） 2020 年度େ会のウΣϒαΠτを鳥学会αʔ
όʔで開ઃ
ɹ2020 年度େ会は中ࢭとなったが，ウΣϒαΠτ
は学会とಉ͡αʔόʔに開ઃした．·た，ࠓ年度
େ会࣮ߦ委員かΒのґཔにより，前年度େ会
ウΣϒαΠτをςンϓϨʔτとしてఏڙした． 
�） 2020 年度େ会の֤छ࿈བྷઌϝʔϧΞυϨεを
鳥学会のαʔόʔに開ઃ
ɹࡢ年度にҾ͖ଓ͖େ会ࣄہの֤छ࿈བྷઌϝʔ
ϧΞυϨε 6 ݅を学会αʔόʔかΒఏڙした．学
会ࣄہとେ会ࣄہのϝʔϧΞυϨεのࣝ別の
たΊ，େ会用にはυϝΠン໊を �RVM2020�RUQLWKRO�
RJ\�MS! とࢦ定してఏڙした．·た，େ会中ࢭに
͏ॻ໘૯会の࣮ࢪのたΊ，૯会ઐ用のΞυϨε
ಉυϝΠンで開ઃして学会ࣄہにఏڙした．
�） 鳥学通৴のൃߦ

2019 年 9 ݄ 1 日かΒ 2020 年 � ݄ 1� 日·でに
10݅のࣄهがࡌܝされた．ࡢ年にҾ͖ଓ͖֓Ͷ݄
2 報のඪをୡ成で͖て͍な͍ので，ࣄهࡌܝ
の্にΊた͍．ຖ日 100±1�0໊ఔ度のϢʔ
βʔの๚が͋る．ࡌܝґཔに͍ͭては，ߘݪ受
ޙࠓ，日Ҏ内にॲཧで͖て͍るたΊ΅΄ޙྖ
͜の度をܧଓする．
ɹࡌܝされたࣄهの内༰はେ会報告が 6 報，ا画

（鳥ྨྨ委員長）



委員会࿈བྷが2報，จ誌ࡌܝจ報が1報，会
員かΒのࣄߦ࿈བྷが 1 報ͩった．େ会報告の内༁
は 3 報がࣗ༝集会報告，3 報がポελʔ賞報告で
͋り，ྫ年ͤدΒれる鳥の学ߍେ会ΤΫεΧʔ
シϣンの報告がなかった．
6） 新任委員の着任

2021 年かΒ，ԕ౻ࢠさΜ（日本Պ学ະདྷؗ）
が৽委員として加Θる͜ととなった．

（広報委員長）

基金運営委員会報告

1） 2020 年度学会賞
学会賞受賞候補者として黒田賞・山本誉士氏，

中村司奨励賞・西田有佑氏を選定し，評議員会で
承認された．内田奨学賞は該当者がなかった．詳
細は前号（日本鳥学会誌 69 巻 2 号）で報告済み．
2） 2021 年度学会賞等

黒田賞，内田奨学賞，中村司奨励賞の募集を開
始した．津戸基金によるシンポジウム開催助成の
募集を開始した．IOC2022 参加助成の募集を開始
する．
3） 基金一覧，基金運用計画

別表の通り作成した．
（基金運営委員長）




